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研究成果の概要（和文）：『魂論』二巻の「魂」の定義に用いられる「力能(dunamis)」そして「完成(entelecheia)」
の概念を、その対となる「実働(energeia)」の概念とともに明確に理解するに至った。従来「可能態」と「現実態(ene
rgeia =entelecheia)」等と訳されてきたが、これでは精密な議論の展開を正確に理解できない。アリストテレスはロ
ゴスとエルゴンという二つの視点から魂を把握した。ロゴスにおいて事物の一性を開示する「力能」と「完成」の対に
より「魂」の定義「力能において生命を持つ自然的物体の第一の完成」が提示される。エルゴンは今ここにおいて捉え
られる。二巻は従来と異なる翻訳である。

研究成果の概要（英文）：Aristotle offered a definition of soul by appealing to the notions of modal ontolo
gy in De Anima II such as 'power-ability', 'completeness' together with their counterpart 'at-work-ness'. 
I have come to grasp these notions through this project. Hitherto, they have been understood by scholars i
n terms of 'potentiality' and 'actuality (energeia=entelecheia)'. It is obvious that Aristotle's exquisite
 and subtle arguments on the way of being cannot be understood by these translations. Aristotle made an ac
cess to the soul by two approaches which I call respectively 'logos' and 'ergon' approaches. The logos app
roach is concerned with the unity of account i.e. definition composed of the pair of 'dunamis' and 'entele
cheia' such that 'soul' is defined as 'the first completeness of naturual body having life in power-abilit
y'. Aristotle succeded in grasping the essence of soul by this account. According to the ergon approach, s
oul is grasped hic et nunc by observing its being at-work-ness.  
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1.研究開始当初の背景 アリストテレスの
『魂論』の研究には彼の様相存在論の理解が
不可欠であるが、entelecheia（完成）と
energeia（実働）の判別、さらには待機力能
と実働との共時的な力能の判別がなされて
いなかった。 
 
２．研究の目的 アリストテレスの『魂論』
について様相概念の正確な理解のもとに翻
訳を提示すること。 
 
３．研究の方法 アリストテレス研究の中心
であるオックスフォード大学において共同
研究しているDavid Charles教授らと様相存
在論にもとづく『魂論』の共同研究さらには
学会発表を行う。その成果のフィードバック
のもとに日本語で翻訳を行う。 
 
４．研究成果 様相存在論については明確な
理解に到達した。「魂」と「運動」に対する
様相概念による定義についてオックスフォ
ードならびにカンピナス大学において発表
した。また、その成果の故に研究期間後にヘ
ルシンキ大学に招かれ講演した(2014.4.28)。 
またこれらの成果に基づき『魂論』第二巻
について新たな解釈のもとに翻訳を遂行し
た。「魂」の定義「力能において生命を持つ
自然的物体の第一の完成」の研究から、エル
ゴン上実働がその実働であるところの共時
的な「力能」を完成においてあるものが常に
実働できる状態である「待機力能」から判別
した。これはとても大きな進展をもたらした。
例えば、「魂」は「階層的構造にある諸能力
の複合」、「諸能力の階層的複合体」（中畑正
志氏『魂の変容』p.204）と理解されること
がある。「感覚する能力のうちには栄養摂取
する能力が、可能的に存在する」 (De 
An.II3.414b31中畑訳)。従来の理解では「一
方質料は可能態であり、他方形相は現実態で
ある」(II1.412a9)ことから、栄養摂取魂は感
覚魂を持つ動物においてはその質料となる
のかが問われよう。 
このアポリアを避けるためには、実働は力
能の発動として実働との共時的な力能とは
別に、完成においてあるものが、実働するこ
ともじつどうしないこともできる Standby
（待機）においてある力能を導入しなければ
ならない。アリストテレスは実働の次元とロ
ゴス次元を判別している。典拠としては、「魂
[完成]が内在することにおいて、睡眠[待機力
能の類比物]と覚醒[実働の類比物]がある」
(II1.412a23)、「魂を失ったものではなく、そ
れを持つものが力能にあってその結果生き
ている(to dunamei on hōste zēn)」(412b25)
を挙げることができる。 
生きているという実働は今・ここの事柄と
して観察というエルゴンにより帰納的に把
握されるが、その根拠として形相・ロゴスで
ある「魂」の存在が立証される。従って、魂
の階層的理解においても、先述の「可能的に

存在する」と訳されたものは、正しくは「待
機力能において存在する」でなければならな
い。植物魂は動物においては完成においてあ
る形相であることには変わりなく、それがそ
のロゴスであるところの質料は同時に待機
力能にあって植物が摂取されるとき（何も妨
げるものがなければ）実働する、即ち栄養を
吸収する運動を行う。 
また、運動(kinēsis)と変化(metabolē)の総
合的理解をやはりロゴスとエルゴン双方の
アクセスの分節のもとに遂行するとき、従来
の理解とは異なる見解に到達した。『自然学』
III1では「運動」は「力能にあるものの完成、
力能にある限り」と始点と終点を除く双方の
連続的合成体としてロゴス上一なるものと
して定義されるが、これは実体の生成と消滅、
性質、量、場所移動の四つの範疇に適用され
る。完成としての形相は定義的ロゴスの形成
を通じてのみ把握され、実体の生成もロゴス
上判別される。それに対し、VIの「変化」は
二時点間における「帰納に基づく」観察上の
運動として理解される。二時点は汲み尽し的
な組み合わせとして四つ挙げられ、「非基体
[非存在]から基体」は以前存在しなかった実
体赤ん坊の「端的な生成」として観察される。
「基体から基体」は性質、量、場所移動の三
範疇に適用されるが、そこではこの三種が連
続体存在である「運動」であると規定される。
そのことにより「運動」は III1で「より広い
意味」(Ross, Physics.p7)、V1で「狭い意味」
の二義があるとして理解されることがある。
しかし、実体の生成は二つの基体の二時点間
の差異として観察される限り観察の対象と
はならない。例えば、実体の生成である受精
卵の細胞分裂からエンブリオの形成過程に
おいて観察されるのは、場所移動、量、性質
変化のみである。他方、非基体から基体への
非連続体は非存在から実体赤ん坊への変化
として観察される。この視点からは実体の生
成は運動ではなく変化である。アクセスの視
点が異なる故に、二つの記述に矛盾がないこ
とを明らかにした。 
これらの成果は Aristotle’s  Modal 
Ontology として早急なる出版が待たれる。 
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